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【編集後記】

冬の訪れを感じる季節となり、これ

に合わせて、共生センターの暖炉に

火を入れています（3月初旬までの

開館日の16時頃まで）。

12月には、ギャラリーにクリスマス

の飾付けをしますので、是非、見に来

てください。
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in 有馬富士公園休養ゾーン

自然豊かな里山地域を中心に90kmのロングコースを走破するサイクルイベントです。

共生センターは、エイドステーションとなり、たくさんのライダーで賑わいました。

が飛来しました！
アサギマダラは “旅する蝶”とも言われるように、1,000km以上も旅する神秘的な蝶で、

その道中で「フジバカマ」という植物に好んで飛来します。

このアサギマダラを呼ぶ「虹プロジェクト」を上野台中学校が行っており、これを支援する
こととして、志手原校区地域づくり協議会で

は上野台中学校の近くにフジバカマ畑を

作って育てており、毎年のように、アサギマ

ダラが飛来しています。

また、共生センターでもフジバカマ畑を作っ

て育てたところ、10月下旬には色鮮やかな

アサギマダラが飛来しました。

有馬富士公園休養ゾーンにあるサンダリーノの里（「風のミュージアム」隣）に「木の動物園」がで

きました。

この「木の動物園」は、三田市在住の世界的造形作家 新宮 晋 さんのプロジェクトで、子どもた

ちが描いた166点の中から選ばれた6点の動物の絵をもとにして、三田市内在住の彫刻家 三

宅 之功 さんが協力し制作された木の彫刻作品が並んでいます。

この制作には、子どもたちも色塗りなどで協力しました。

有馬富士公園内では、工作教室、藍染め教室、料理教室、ヨガ、天

体観測会、音楽コンサートなど、多くの講座やイベントが開催され

ています。

詳しくは、右記の二次元コードからご覧ください。

今秋も共生センターでは、様々なイベントが開催されました。その一部の様子をご紹介します。

NPO法人ミラクルウィッシュによるママと子どものコミュニティと活躍の場づくりの

イベントです。

ハイハイ・よちよちレース、子ども店長カフェ、各種ワークショップ・講座、キッチンカーなどいろ

いろなブースがあり、たくさんの親子で賑わいました。

最後は、恒例の飴まきで盛り上がりました。



当日はおかげ様で好天に恵まれ、大勢のお客さまにご来場いただき、有馬富士共生セン

タージョイントフェフティバルを開催することができました。

また、開催に向けてご尽力いただきました皆さま、お疲れ様でした。

有馬富士共生センタージョイントフェスティバル実行委員長

【ご来場いただいた方からのご意見・ご感想】

・色んな団体の活動を身近で見られたので良かったです。

・食事ができて良かった。懐かしいスマートボールができた。

・楽器の演奏や歌やダンス、様々な発表を見たり聴いたりすることができ、素晴らしい時間

を過ごせました。

・演技のサークルは見応えがあり、時間を忘れてしまいました。

・友達が頑張っている姿が見れて良かったです。

・色々なワークショップができて子ども達は満足していました。

令和６年１０月１４日(月・祝)、「出愛・ふれ愛・つながり愛 ～You＆I～」をテーマに有馬富士

共生センタージョイントフェスティバルが開催されました。

有馬富士共生センターで活動されている登録グループの皆さんや地域の皆さんによる演

奏・合唱・ダンスなどの舞台発表、新鮮な野菜・焼き菓子・おこわ・豚汁の販売、子ども縁日、

工芸・健康体操などの体験、作品・活動内容の展示などが行われ、多くの方で賑わっていま

した。

当日の様子の一部を紹介します。

～ 展示・体験・販売飲食（全12グループ） ～

～ 舞台発表（全１１グループ ＆ 全員合唱） ～


